青山荘　　フェイスシート

平成18年　10月　23日　担当：　山田

	入　所　者
	氏　名　　　横山　耕生　　　様　　　　　男・女　　　　昭和51年10月4日生（29歳）

	
	　〒033－0012　住　所　三沢市桜町3-1-21　桜町団地212　　電話　0176－57－5053

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	肝機能障害

	
	発症時期
	平成10年頃（21歳時頃）
	罹 患 期 間
	約　8　年

	
	入院回数
	　　　　　3回
	延べ入院年数
	　　　　約3年7ヶ月

	医療機関
	　青南病院　（主治医　　川端Dr　　　）
	外来受診日
	毎週火曜日（週　1　回）

	医療区分
	　社保（家族）
	自立支援医療
	有・無
	手帳
	有・無（1級）

	経済状況
	有・無　（障害基礎年金2級　月額　約6万5千円　）　重度医療（無）

＊年金や通帳は母が管理しており、本人は小遣いとして月に1万5千円ほど受け取っている。

	障害程度区分
	　未審査

	日中活動の場
	　青山荘（日常プログラム）、デイケア（体験利用）

	住まいの場
	　青山荘

	入所年月日
	H18年1月31日
	身長
	174ｃｍ
	体重
	72kg

	最終学歴
	横浜市立大学　中退
	免許・資格
	特になし

	職歴
	新聞配達・パチンコ店（ホールスタッフ）・焼肉店（接客）のアルバイト

＊いずれも上司から怒られるなどを理由に1ヶ月程で辞めている

	保　護　者
	氏　名　横山　登志子　様　　　　　　　　　続柄　母　　　（同居　・否）

	長期目標

・身の回りのことを一人で行え、自宅（三沢市）で家族と一緒に暮らす。

①生活リズムの定着　　②必要な場所へ外出できる　③デイケアに通所できる　

④食事準備が行える　　⑤留守番が出来る　　　　　⑥不安時の対処が行える　　など

	入院・治療歴　　

	H10.6～10.7

H10.7～H14.5

H14.5～H15.5

H15.5～H15.7

H15.7～H18.1
	入院

通院

入院

通院

入院
	長野県　栗田病院

同上

同上

青南病院

青南病院
	幻視・幻聴・被毒妄想・自殺企図・昼夜逆転により母が入院を勧める

父が経営する店の手伝い、日中パチンコ・ゲームセンター等へ行き過ごす

幻視・不安感による振戦・生活リズムの不安定により母が入院を勧める

日中はパチンコ店やゲームセンター等で過ごしている。

幻視・幻聴の症状が活発であり、症状が悪化したことから母が勧める

	生活歴

神奈川県にて出生。その後父の仕事の都合で長野県へ転居。高校卒業後2年間浪人し、その後大学入学。入学後は殆ど通学せずアルバイトや飲酒し過ごす。昼夜逆転の生活をし、H10（大学2年時）幻聴・昼夜逆転・被毒妄想・自殺企図・暴力行為出現し、母の職場でもある栗田病院を受診・入院となる（大学は休学扱い）。退院後大学を中退し、通院治療を継続しアルバイトを週1回行っていた。その後、父親の宗教（密教）の関係で断薬し入院。H13年、父母の離婚により母に引き取られる。H14.4頃よりパチスロに没頭し同時期より幻視・幻聴・不眠・過食・抑うつ状態が出現しH14.5母の勧めで栗田病院再入院する。退院後（H15.5）三沢市へ転居。同年7月頃より、幻視・幻聴・興奮・昼夜逆転・暴言があり青南病院入院となり、H18.1家庭での生活技能習得の為青山荘入所となる。

	[image: image1.bmp]家族構成



	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

母　→保護者。４人姉妹の三女。十和田市高松病院にて精神科の看護師をしており、病気に対しての理解もあり協力的であるが本人に対してはやや過保護な面が見られる。経済的には余裕が無い様子。

父　→長野県にて飲食店を経営している。本人と電話連絡は頻回にとっている。父から「青山荘退所したら長野に来ないか？」という話もしてい

長女→神奈川県で婚姻し、主婦業を行い生活している。平成18年10月14日に長女を出産する。本人とも電話などで連絡は密に取るなど仲は良い。青山荘からの関わりはない。

次女→三沢の小学校通学中。本人の病気の事は知らない。

＊父と母は現在も連絡を取り合っている。


	
	住居
	職業
	連絡
	同居
	病気の理解
	青山荘

関わり
	家族の希望

	母（53）
	三沢市
	高松病院

看護師
	電話：週に3～4回

＊殆ど本人からの連絡で、夕方以降

面会：月に1～2回

外泊：月に1～2回
	×
	○
	○
	・あまり無理はさせたくない

・退所後の同居は難しい

・長野へは外泊であればさせたい



	父（55）
	長野県
	飲食店

経営
	電話：週に2～3回

（双方から、日中・夜間問わず）
	○
	×
	×
	・一緒に暮らしたい

・手伝いをさせて店を継がせたい



	長女（27）
	東京都
	主婦
	電話：不定期だが、

週に1～2回
	×
	△
	×
	





	問題点
	介入方法

	家族関係の調整

　①母との関係性

（母は本人に負担をかけさせたくない為過保護・処方薬に関して相談に乗る）

②父との関係性（父から退所後に一緒に長野県で暮らすように伝えられている。）

③退所先が決められない


	テレビや、周りの出来事にも影響を受けやすく神経質となる傾向がある。家族への依存傾向が強く、家族の言動により生活が左右されやすい。

＜本人の現在の状況＞

①②例えば、両親から「デイケアやプログラムは無理しないで休んでいて」と言われるとその通りにする。

①②父と母、又は主治医や青山荘職員が違う意見を話していることで混乱してしまう。

②最近父より、「離婚の原因は耕生の治療方針の違いからだった」と話され、気にかけている。

②③長野で生活したいという気持ちも強く、「長野へは友人も多いし、青森にいるよりも楽しいと思う。父の店の手伝いはいつでも休めると父も話しているし、できる」と話す。しかし、長野の友人とは現在連絡をとってはいない。

③退所後の暮らしのことを考え、「自宅に帰れないかも」と気にかけ気分の落ち込み見られる。

＜青山荘からの現在の介入＞

→母への介入

・来荘時には職員と必ず外泊中の様子や青山荘での支援内容、父との関連等を話し合う。

②母からも長野で生活するデメリットを父・本人に話し本人は納得するが、父は納得していない。

①本人は母への依存が強く、その事で母も負担を感じている様子で、電話の回数などは序々に減らしていくように話し合う。また、本人の能力に合わせ、金銭管理など本人でできる事は本人に任せるように伝えており、母も納得している。

①処方薬など本人が不安に感じる点を伝え、母・職員一律に処方薬に対し猜疑心を持たせる発言を控えたり、本人も含め三者で面談を行う。

→本人への介入

①SSTなどを活用し、現在の生活能力の上で地域生活を営めるかどうかを具体的に場面設定を行い検討する。

②③

1） 退所先に関しては焦って決めないように促す。

2） 現在行っている活動に目を向けられる様に活動に関心を持たせ、活動性を挙げることを目的としている。

活動の成果や抱えている不安などは母の意見とすり合わせ（母と面談）、本人に統一して返答できるようにする。


　　　　　　　　　　平成　18年8月11日（月）

	氏　名
	横山　耕生
	男・女
	生年月日
	　昭和　51年　10月　4日（28歳）


　　　　

	これまでの経過（最終評価日　H　　年　　月　　日）

	入所時より、不安感や恐怖感を訴え（特に夕～夜間）日常生活に支障をきたす事が見られていたが、主治医と相談し、服薬調整を行うと同時に青山荘での生活に慣れるに従い徐々に不安感は軽減している。理解力はあり、職員と一緒に行い「慣れること」で自信を持ち、活動性が増すようになった。

青山荘での取り組みは、以下の事などを目標に現時点では行っている。

1 生活リズムを安定させ、日中のプログラム・役割を行う。

→日中は自室にて過ごすことが多く、殆どの活動に職員の声がけが必要な状態であったが、本人が調子の良い時に当番や清掃など一緒に行い技術を身につけ、活動の理解と習慣化、意識付けを図ることにより、プログラムや役割は徐々に自分から行えるようになり、生活リズムは安定している。

2 デイケアの利用が出来る。

→これまでデイケア通所への不安感（プログラム内容や対人関係など）が大きく、不安感の軽減と、生活リズムの確立や青山荘内や生活に必要な行動技能獲得の為に日中は青山荘にてプログラムを行っていた。青山荘で活動性の向上を図り、それと平行してデイケア体験の回数を序々に増やしていくことで本人も自信を持てるようになり、本人や主治医とも相談し、近日デイケアの正式利用予定とする。（まず、本人も望む運動プログラムのある水曜日と少数や自由な活動を行える自主活動のある金曜日の二日間通所）＊疾病教室など特別な時

青明舎、デイケアなど「職員」のいる場を活動の拠点とし、活動の幅を広げる。

3 必要な場所へ外出できる。（三沢から青南病院までの交通機関の利用が出来る。）

→交通機関（バス・電車）の利用は青森県に転居後利用したことがない。カラオケや買い物など行きたい場所や、他科受診の際も、「不安で行けない」と話し、外出できずにいた。入所時より散策から始め、青山荘周辺の環境の周知を図り、徐々に活動の幅を広げていくことで、現在は職員と一緒であれば、バスを利用し、市街地や駅なども行くことが可能。本人も始めは外出を拒否していたが、自分から「外出したい」という意欲が出ている。




プラン計画者　氏名：　山田　忍　　　　　　　　　　　　　










次女（9）　


三沢氏在住








母（53） 


三沢市在住





本人（30）





長女（27）　


東京都在住





父 （55）


長野県在住
















































































＊１　退所後は、仕事や育児の都合もあり自宅（三沢市）で一緒に住むことは困難だという。一度は父と一緒に生活しても良いと本人に伝えているが、職員との面談後、本人に父と生活することは困難だと伝え直す。


＊２　父は病気の理解はないが、病気に関して勉強はしているとのこと。又、信教は密教であり、以前本人の


疾病に対し断薬を勧めたり、滝打ちで修行をさせたりしていた。
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